
◇ 2010年４月27日 第949回例会(第948号) ◇

■ 出 席 報 告 ■ 榎 谷 委員長

【４月20日】
在籍会員 44名（内出席規定適用免除者 9名）
出席会員 26名（内出席規定適用免除者 4名）

ホームクラブ出席率 66.67％

３月23日のＭＵを含む出席率 90.00％

ロータリーとは、他人に対する思いやりと、他人のためにつくすことである。

本日の例会

今週の歌 「 日も風も星も 」

卓 話 「 20年間の大気の変化 」

今 村 啓 志 会 員

次回例会のお知らせ(５月11日)

卓 話 「 私 の 職 業 」

杉 本 全 司 会 員

「 中高年の健康について 」

榎 谷 信 彰 会 員

前回〔４月20日〕例会記録

会長の時間 渡 辺 会 長
皆様、こんにちは。
今月は雑誌月間です。これは、ＲＩの公式機関誌

「ザ・ロータリアン」および世界31の地域雑誌の講
読と、活用促進に役立つプログラムを実施する月間
で、ロータリーの雑誌「ロータリーの友」などに対
する会員の認識を深め、それによってロータリーの
情報の普及を図ることが目的となっています。
「ザ・ロータリアン」はアメリカ・イリノイ州エ

バンストンにあるＲＩ世界本部で発行され、英語の
ＲＩ公式雑誌で、約50万部発行されており、また、
世界の各国で31の地域雑誌が25か国語で発行され、
130か国の人々に読まれ、その部数は、約78万部に
もなるそうです。ロータリー雑誌の歴史は1911年１
月、初代ＲＩ事務総長のチェスリー・ペリーによっ
て創刊された「ザ・ナショナル・ロータリアン」が
始まりだそうです。

皆さん、覚えておられますか？ ロータリアンの
３大義務、その１つにロータリーの雑誌の講読があ
ります。是非、お読みいただきたいと思います。
因みに後２つは、例会への出席と会費の納入と
なっています。

幹事報告 西 本 幹 事
◎春のライラ開講式の案内

日時：５月２日(日) ９時受付
場所：大阪府立青少年海洋センター

◎台北龍門ＲＣ10周年式典の招待状が来ました。
歓迎会は６月11日夕刻より、式典は12日夕刻より。
次回より案内配付します。

ニコニコ箱

橋 本 会 員 前回欠席のおわび。
北村(康)会員 春です。野・山を飛び回りたいで
す!!

八 橋 会 員 本日の卓話よろしく。
本日分 18,000円
累 計 1,315,000円

広報委員会 橋 本 委員長
来週４月27日(火)例会終了後、会員増強委員会を
事務局で行ないます。



卓 話

「20年前の私と今の私」
八 橋 志 夫 会 員

20年前の私は41歳で体重68㎏、少々やんちゃでし
た。現在61歳で体重84㎏、目立たぬように、邪魔せ
ぬように普通人しています。
吹田江坂ＲＣに入会２年前です。脱サラ生活12～

３年目くらいでしょうか。何とか商売も軌道に乗り
始めていた頃と思います。「目的の無い努力は出来
ない」は私の口癖ですが、脱サラ間もない頃はどん
な商売をして良いのやらわからず、空回りの生活で
した。
クラブ入会以前からお付き合い願っていたのが当

クラブでは長島さん、寺井さん、木元さん、北村
(雅)さんです。北村(雅)さんとはサラリーマン時代
の同僚で、木元さんとは得意先が同じで、寺井さん
は得意先の方で、長島さんとはゴルフのコンペで知
り合い、そして皆さんとは約30年以上のお付き合い
を願っています。
20年前を思い出してみますと、その頃の生活は

100日が山に、100日が海に、100日が陸に…後の65
日が家庭サービスの生活でした。良く遊び、良く働
きの楽しい生活でした。
長島さんの紹介で1992年６月に吹田江坂ＲＣに入

会させて頂きました。ある時、吹田江坂ＲＣで江坂
駅前周辺道路の掃除をするクリーンデーを経験する
機会に恵まれました。吹田江坂ＲＣのタスキを掛け
て駅周辺のポイ捨てタバコ、空き缶、ゴミ等を拾う
清掃ですが、拾った先からタバコを捨てて行く人も
おりカリカリしたものでした。しかし良く考えれば
私もタバコのポイ捨て常習犯でした。その経験以降
ポイ捨ては出来ませんでした。49歳と364日目、木
津川カントリー９番ホールで禁煙し、この８月10日
で禁煙生活12年になります。
人はその時々に出逢いがあり、そしてその出逢い

がその人の人生を根底から変える出逢いもあると言
われています。物であり、音であり、人であり、万
物であります。私はＲＣと出逢い、いろんなことを
教えて頂き、いろんなことを勉強させて頂き、すば
らしい出逢いを頂戴出来たことに感謝しています。
ご紹介頂いた長島さんには今もご指導願い本当に感
謝です。
ロータリアンの方々は皆さん城主であり、それな

りのものをお持ちと思います。いろんな考え、いろ
んな価値観をお持ちと思います。それを否定するこ
となく、このような環境で勉強出来る私は幸せです。
そしてロータリー入会で一番の感動は「四つのテス

ト」に出会えたことです。今では「四つのテスト」
は私の道標になっています。迷った時には四つのテ
ストで全てが解決し、道が見えます。
会社もお蔭様でこの４月２日で創立32年を迎える

ことが出来ました。４月３日には移転し33年目に突
入しました。心機一転社員共々社業に邁進し社会に
寄与出来るよう頑張る所存です。皆さんに出逢えま
したことに感謝します。

*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-

『友』インターネット速報

2010年４月20日 No.425

変化をもたらす韓国のロータリアン

朝鮮戦争の遺物を恒久的な平和のシンボルに。昨
年、韓国の一部のクラブが空の弾薬筒を回収し、そ
れらを溶かして37.5ｔの鐘を造りました。
これらの弾薬筒には、エチオピア、イスラエル、

フィリピンなどの29か国の紛争で使用されたものも
含まれています。
その鐘は、北朝鮮との軍事境界線付近に位置する

華川郡の世界平和の鐘公園に設置され、ミハイル・
ゴルバチョフ元ソ連大統領も加わって昨年５月に除
幕式が行われました。鐘は現在、公園における中心
的な建造物となっています。詳細はＲＩホームペー
ジのニュース欄をご覧ください。
http://www.rotary.org/ja/mediaandnews/news/Pages/
ridefault.aspx

『ロータリージャパン』ホームページ情報

４月は雑誌月間です。『ロータリーの友』では、
会員の皆さまからのご投稿をお待ちしております。
クラブや地区での活動、ロータリアン同士の交流に
関する原稿や写真、ロータリーに対するご意見など
を、ロータリーの友事務所までお送りください。投
稿規程はホームページでもご覧になれます。『ロー
タリージャパン』ホームページ
http://www.rotary.or.jp の画面下方にある「『ロー
タリーの友』原稿募集・投稿規定」をクリックして
ご覧ください。


